
本フェーズのアプローチ
約1.5か月という短期間でAI倫理審査運営に最低限必要な素地の整理（チェックリストなどドキュメント郡の更新、
手引書の新規作成等）を行うため、事業部を巻き込んだWorkshop型検証アプローチを取り入れた
並行して、目指す姿実現に向けた今後注力すべきポイント整理も実施

取り組む上でのポイント アプローチ

▪ 実際の評価実施者/ビジネスケースを想定した
現実的かつ必要十分な項目・評価基準（事業
部・推進組織双方にとって実行可能な内容）と
なっているか

▪ アセスメント回答に必要な知識と既存教育メ
ニューとのGAPが無いか

▪ 最終目標も見据え、全社的なAI倫理の理解と
企業文化の醸成に向けて立上げ・定着ステップ
をどのように過ごすべきか

▪ 今後の中核事業(FORXAI)を加速させる為、
パートナー企業へのAIガバナンスの適用方法や
責任分担の検討が必要

▪ ベンチャーなど様々な企業がパートナーとなること
を想定した現実的な方針整理が初手として必要

注力テーマ

アセスメント
チェックリスト
の確認・助言

教育全体像/戦略
・コンテンツ
の検討支援

アセスメント/
倫理審査委員会
の実施支援

パートナー企業への
AIガバナンス検討

事業部・グループ企業の事前インタビュー、
生きた事例を題材とした模擬回答・審査を通じ

改善要素・要望を抽出・精査

Interview＆Workshop

コニカミノルタにて作成済みの
各種ドキュメント(初版)群

Input

弊社有識者へのヒアリングをもとに
改善要素の初期仮説を整理

各種ドキュメント更新
・手引書の追加作成等

今後注力すべき
ポイントの整理
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	スライド 1: 本フェーズのアプローチ

